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令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

災害看護講座「シミュレーションで学ぶ避難所ケア」 
日 時: 2019 年 10 月 19 日（土） 

受講者数:45 名 

会 場：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 

講 師:増野園惠、梅田麻希、林知里、三科志穂、朝熊裕美 

災害時に開設される避難所ケアのポイント、①限られたスペースをいかに上手に使って被災者の生活

環境を確保するか、②避難所でよく見られる健康に関わる課題への対応や、高齢者、こども、妊産婦

などへの支援について、机上シミュレーション演習を通して学ぶ。対象は、看護師、保健師、助産

師、養護教諭、看護学生。 

「災害時の避難所ケア」についての全体講義（担当：増野園惠所長）実施後、45 名の参加者を５～６

名の班に編成し、①「生活環境の調整」、②「要配慮者の支援」、③「健康に関わる課題への対応」の３

ステップで構成された避難所ケアシミュレーション演習を実施した。それぞれのステップでは、①「生

活環境の確保」、②「要配慮者への支援」、③「具体的な活動についての試案」という３つのミッション

を達成するため、積極的な意見交換および話し合いがなされた。 

参加者の災害支援活動の経験の有無は様々であり、個人的な体験や関心から参加している方や、病棟

における災害支援担当等といった業務の必要性に応じて参加している方もおられた。参加者の背景が

様々で多くは初対面であったことから、参加者同士が協力してスムーズに演習できるよう、随所にアイ

スブレイクを効果的に取り入れ、教員 5 名と大学院生３名をファシリテーターおよび進行の補助とし

て配置するなどの工夫を行った。 

① 「生活環境の調整」としては、避難所の出入口や通路、換気、飼っている動物への対応、車中泊

希望者への対応などが話し合われた。 

② 「要配慮者の支援」としては、透析が必要な方、高血圧等の持病のある方、妊婦、小さい子ども

がいる家族、動物アレルギーのある方への支援などが話し合われた。 

③ 「健康に関わる課題への対応」では、挙げられた課題に対する具体的解決に向けた提案がなされ

た。提案された対応について、誰がどのような役割を担うのかというところまで詰めてくことは

大変難しい課題であったが、様々な関係機関との調整の必要性についても話し合われた。 

最後に、各グループによる発表とフィードバックを実施した。特に、医療ニーズの高い要配慮者への

支援とそれに基づく具体的な活動試案についてフォーカスされた報告がなされた。発表の際に用いられ

た媒体からも、参加者が本講座で有意義なシミュレーションが体験できた成果がうかがえた。 


